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～周囲の「気づき」が 

早期発見・防止につながります～ 

あんしん支援センターは、養護者（家族等）からの高齢者虐待の相談・通報受付窓口としての役割も担ってい

ます。相談・通報を受付けると、出雲市をはじめ関係機関と連携を図りながら対応していきます。 

R２年度出雲市の相談・通報受付は２９件、うち虐待と判断したのは１３件でした。 

年を重ねても、住み慣れた地域で安心して 

自分らしい暮らしが継続できるために 

高齢者あんしん支援センター（出雲市地域包括支援センター）は、 

高齢者の生活・福祉・介護・保健等あらゆる相談に対応する総合 

相談窓口です。地域の皆さんや関係機関の皆さんと連携を図りな 

がら、高齢者の暮らしを支える取組みをしています。 
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養護者による高齢者虐待の状況（出雲市/R２年度） 

 

 

H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

通報受付件数 29 27 41 23 29

虐待と判断した件数 13 17 20 14 13
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虐待者の介護力不足

虐待者の知識や情報不足

被虐待者と虐待者のこれまでの人間関係

被虐待者の身体的自立度の低さ

被虐待者の性格や人格（に基づく言動）

虐待者の理解力不足や低下

虐待者の精神的不安定

経済的困窮

被虐待者の認知機能低下や精神症状等

虐待者の性格や人格（に基づく言動）
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虐待が発生する要因は様々です。養護者（家族等）が抱えている問題や事情も様々あり、追い詰められ、自覚がな

いまま結果的に虐待に至っていることも少なくありません。虐待対応においては、虐待を受けている高齢者の安

全や尊厳ある生活を守ることはもちろん、虐待をしている養護者（家族等）への支援も重要な視点となります。 

高齢者虐待は突然起こるわけではありません。高齢者や家族のちょっとした変化、虐待につながるかもしれない

「小さな芽」にいかに早く気づき対応していくかが重要といえます。 

通報の段階で判断は必要ありません。「もしかして虐待かも？」と思ったら、あんしん支援センターへご相談くださ

い。早めの相談・対応が虐待発生防止につながります。 


